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１ 点検及び評価の趣旨 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条の規定により、教育委員会は、毎

年、学識経験を有する者の知見を活用して、教育委員会の権限に属する事務の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提

出するとともに、公表しなければならないことになっています。 

  本市教育委員会は、法の趣旨にのっとり、効果的な教育行政の推進に資するため、教

育委員会に関する事務の管理及び執行の状況に関する点検及び評価を実施し、毎年その

結果を報告書にまとめています。 

 

２ 点検及び評価の対象等 

教育委員会の事務事業は、本市の第６次坂戸市総合振興計画（平成２４年度から令和

４年度まで）に基づき実施されています。 

教育委員会の事務事業に係る点検及び評価の対象事業については、第６次坂戸市総合

振興計画の「学校教育」、「社会教育」、「青少年の健全育成」、「文化の振興・保護」

及び「スポーツ・レクリエーション」に関し、教育委員会が所管する事務事業を対象と

し、新規事業、重点的に取り組んだ事業及び数年周期のローテーションにより順次点検

している事業の中から事務事業を選定し、点検及び評価を行いました。また、総合教育

会議の開催状況の一覧表等を作成しました。 

 

３ 点検及び評価の方法 

 (1) 点検及び評価の客観性を確保するため、外部評価委員として教育に関し学識経験を

有する外部の方を委嘱し、その知見を活用しました。 

(2) 点検及び評価に当たっては、令和２年度の１９事務事業について目的、実施状況、

成果等について自己評価を行い、事務事業評価シートを作成しました。 

次に、各課長等から外部評価委員に、事務事業評価シートに基づき説明等を行い、

その後、外部評価委員から、外部評価に関する報告書をいただきました。 

 

４ 点検及び評価の構成 

 (1) 基本計画 

第６次坂戸市総合振興計画の「学校教育」、「社会教育」、「青少年の健全育成」、

「文化の振興・保護」及び「スポーツ・レクリエーション」に分類しました。 

 (2) 施策の方針 

   基本計画の施策の方針を掲載しています。 

 (3) 令和２年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 

   令和２年度に実施した主な事務事業の目標、実績、評価等を掲載しています。 

    ア 指標に対する達成度 

    個々の事務事業に対して指標を設定し、令和２年度の目標とその実績としての達

成率等を掲載しています。 

  

◆ 点検及び評価の趣旨等 
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 イ 外部評価 

  (ア)項目別評価 

     次の表の項目別の評価を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)外部評価委員からの主な意見 

外部評価委員の方々からいただいた御意見について、事業ごとに掲載していま

す。 

(ウ)外部評価をしていただいた外部評価委員は、次のとおりです。（敬称略） 

     〇渡 邉 庸 久 （元毛呂山町教育委員会教育長） 

〇志 賀 康 子 （元坂戸市子ども会育成会連絡協議会会長） 

  

○必要性・・・・「高い」：「検討の余地有」：「低い」 

  （・市民ニーズに対応しているか。・行政関与の必要性はあるか。） 

○有効性・・・・「高い」：「高める余地有」：「低い」 

  （・目的とした効果はあるか。） 

○効率性・・・・「効率的である」：「高める余地有」：｢効率的ではない｣ 

  （・コスト面・業務面等効率的に執行されているか。・民間委託や他事業

の統合・連携が可能か。） 

○方向性・・・・「見直し（改善・効率化、縮小、統合、拡充）」：「継

続」：「終了」：「休止」：「廃止」 
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１ 教育内容の充実 

   「確かな学力」「健康・体力」「豊かな人間性」を基盤とする「生きる力」を育む

教育を充実します。 

 ２ 教育環境の整備 

   安心して学習、学校生活が送れるよう、より良い教育環境の整備に努めます。 

 ３ 教育の機会均等の確保 

   教育の機会均等、有能な人材の育成等を図るため、幼稚園、小中学校、高等学校、

大学及び専修学校への入学または就学に係る費用等を負担する保護者に援助します。 
 

                 

 

１ 教育内容の充実 

事業名 給食施設・設備整備事業          所管 教育総務課 

事 業 内 容 
小中学校給食施設及び設備の整備を計画的に行い、安全で衛生的な調理

環境の維持を図ります。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

備 品 購 入 件 数 11件 31件 

修 繕 実 施 件 数 3件 11件 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・備品購入件数：282％ 

・修繕実施件数：367％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】小中学校給食施設及び設備は、老朽化の著しいものが多数を占めてお

り、早急な整備が望まれます。しかし、小中学校給食施設及び設備の整備には多額の予算

が必要となることから、学校の統廃合等も考慮した計画的な整備が不可欠であると考えま

す。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】小中学校給食施設及び設備の老朽化は否めません。学校

の統廃合等も考慮し、安全で衛生的な調理環境の維持のため、計画的な整備を進めていた

だきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 令和２年度分対象事業の点検及び評価

基本計画  学校教育 

施策の方針 

令和２年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 
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事業名 特別支援教育推進事業          所管 学校教育課 

事 業 内 容 

就学支援委員会、医師による教育相談及び通級による指導教室の運営に

より、障害の有無にかかわらず、児童生徒がともに学べる教育環境の中

で、社会で自立できる力及び自信を育む教育を推進します。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

就学支援委員会 

開 催 回 数 
5回 4回 

就学支援委員会 

審 議 件 数 
120件 134件 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・就学支援委員会開催回数：80％ 

・就学支援委員会審議件数：112％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】特別支援及び教育的支援を必要とする児童生徒一人ひとりに丁寧に対応

していくことが重要であり、未就学児の就学も含めて引き続き支援をしていきます。ま

た、小学校の通級による指導教室を令和３年度から１教室増設し、更に充実させます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】近年、特別な配慮を要する児童生徒が増加しています。

就学支援委員会、専門医及び臨床心理士が関わり、カウンセリング、個別検査、相談等を

実施していることは、児童生徒一人ひとりの可能性を伸ばし、社会で自立できる力及び自

信を育むために有意義なことであると思います。今後もきめ細やかな対応がされ、相談体

制が更に充実することを望みます。 

 

事業名 学校読書活動支援事業         所管 学校教育課 

事 業 内 容 

児童生徒の読書活動の支援のため、全小中学校に学校読書活動支援員を

配置します。学校読書活動支援員は、児童生徒のニーズに合った図書の購

入、教員と連携した適切な授業の準備、学校図書館の環境整備及び小学生

への読み聞かせを行います。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

学 校 読 書 活 動 

支援員の配置人数 
10人 10人 

本 の 貸 出 冊 数 220,000冊 216,016冊 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・学校読書活動支援員の配置人数：100％ 

・本の貸出冊数：98％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】児童生徒の豊かな心の育成及び学力の向上を図るためには、読書活動の

支援及び学校図書館の環境整備は必要です。今後も学校読書活動支援員を配置し、学校図

書館の充実に努めます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】読書は、子どもたちの知的活動を増進し、人間形成及び

情操陶冶の上でも大変重要です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、本の貸出

冊数は目標に達しませんでしたが、読書の重要性は不変であり、読書は多様な興味及び関

心につながるものであると思います。今後も学校読書活動支援員を学校図書館へ配置する

ことは、必要です。 
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事業名 教育研究事業      所管 学校教育課 

事 業 内 容 

教員を対象とした各種研修会の実施により、教員の指導力の向上を図り

ます。また、教育相談員を教育センターに配置し、児童生徒、保護者及び

教員からの相談を受け、問題解決に向けたアドバイスをします。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

研修会の実施回数 59回 37回 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 
・研修会の実施回数：63％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、研修会を実施できない期

間があり、研修会の実施回数が目標に達しませんでした。臨床心理士と連携することによ

り、教育相談の専門性の向上につながっていますが、増加する多様な相談に対応するた

め、教育相談員の増員が必要であると考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】教員を対象とした教育課程の研修並びに教員が児童生徒

及び保護者を支援するための研修を実施し、教員の指導力の向上を図ることは、重要で

す。児童生徒、保護者及び教員の意識の相違並びに家庭の多様化により、教育相談のニー

ズが高まっています。今後も専門的知識を有する方との連携を図り、様々な相談に対応し

ていただきたいと思います。 

 

２ 教育環境の整備 

事業名 小中一貫教育推進事業          所管 学校教育課 

事 業 内 容 

小中一貫教育の充実を図るため、城山小学校を城山中学校の敷地内に移

転し、小学校及び中学校が一つの敷地内で一体的に教育活動を行う、施設

一体型小中一貫教育校「城山学園」を、平成２７年４月に開校していま

す。施設一体型の良さを生かした特色ある英語学習支援を行う非常勤講師

を配置し、外国語教育の充実を図ります。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

非常勤講師の配置 1人 1人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 
・非常勤講師の配置：100％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】「城山学園」については、施設一体型の良さを生かした特色ある教育及

び今後の在り方について研究していきます。また、「城山学園」の施設一体型小中一貫教

育の成果を検証し、市内小中学校へ広めることで、小中連携教育の更なる推進に努めま

す。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】小中学校が義務教育の９年間に同敷地内で一貫した学習

指導及び生徒指導を行うことは、より確かで豊かな生きる力を醸成するために効果的であ

ると考えます。小中一貫教育のモデルケースとして、今後も推進されるよう望みます。 
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事業名 学校施設整備事業          所管 教育総務課 

事 業 内 容 

学校施設の老朽化に伴い、雨漏りや給排水設備等の設備の不良が年々増

加しているため、学校施設の維持管理上必要な工事及び修繕を実施しま

す。また、「坂戸市学校施設長寿命化計画」に基づき、計画的な学校施設

の整備を実施します。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

工 事 実 施 件 数 23件 16件 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 
・工事実施件数：70％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】近年実施している工事及び修繕は、予算の制約上、学校施設の機能維持

にとどまっており、十分な整備ができているとは言い難い状況です。今後は、「坂戸市学

校施設長寿命化計画」に基づき、学校施設の機能を回復させ、及び向上させるとともに、

小中学校の統廃合も考慮した計画的な整備を進める必要があります。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 高める余地有 拡充 

【外部評価委員からの主な意見】市内小中学校の施設の多くは、築後３０年以上が経過し

ています。老朽化した学校施設の整備は急務であり、劣化の度合いにより、計画的に整備

していく必要があります。学校運営に支障を来すことがないよう、「坂戸市学校施設長寿

命化計画」に基づき、学校施設の機能の回復及び向上に努めていただきたいと思います。

留意すべきことは児童生徒数の減少の推移であり、児童生徒数は年々確実に減少していき

ます。それらを勘案して計画を立て、着実に整備を進めていただきたいと思います。 

 

３ 教育の機会均等の確保 

事業名 入学準備金貸付事業         所管 教育総務課 

事 業 内 容 

 高等学校、大学及び専修学校に入学を希望する生徒の保護者であって、

入学準備金の調達が困難な方を対象に、無利子で入学準備金の貸付けをし

ます。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

貸 付 金 額 2,500,000円 1,100,000円 

貸 付 件 数 10件 5件 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・貸付金額：44％ 

・貸付件数：50％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】入学希望者が教育を受ける機会を等しく確保する上で有効な事業であ

り、無利子による貸付けは市民のニーズに対応しているため、本事業は必要不可欠な事業

であると考えます。しかし、貸付金額及び貸付件数が目標に達しないため、制度の周知方

法を見直す必要があります。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 高める余地有 継続 

【外部評価委員からの主な意見】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、経済的に

困窮している家庭も多く、無利子で貸付けを行っていることは、市民のニーズに対応し、

子どもたちが等しく教育を受ける機会の確保に寄与していると思います。貸付件数が目標

の５０パーセントの件数であったため、必要としている家庭に確実に貸付けがされるよ

う、より広く周知していただきたいと思います。 
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 １ 生涯学習社会の構築 

   市民自ら適切な学習機会を選択し、自主的な学習ができるよう、学習情報の収集・

提供及び学習相談体制の整備を図り、学習成果を生かした生涯学習によるまちづくり

を推進します。 

 ２ 社会教育の充実 

   社会教育施設の整備・充実を図るとともに、学校教育との連携を強化し、学びの機

会を拡充します。 

 ３ 公民館等の充実 

   市民の学習ニーズに即した公民館等事業を推進するとともに、クラブ、サークル等

の支援・育成を行います。 

 ４ 図書館の充実 

   社会の様々な変化に伴い高度化及び多様化する市民の学習要求や課題解決に適切に

対応するため、図書館の充実を図ります。 

                 

 

１ 社会教育の充実 

事業名 公民館施設整備事業 所管 中央公民館 

事 業 内 容 

市の公民館施設の多くは昭和５０年代に建築され、既に４０年以上が経

過しており、比較的新しい公民館施設でも約２５年が経過しています。公

民館施設の改修を計画的に行い、公民館施設利用者及び地域住民が安心し

て快適に利用できる公民館施設を目指します。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

設計業務委託件数 2件 2件 

工 事 実 施 件 数 2件 2件 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・設計業務委託件数：100％ 

・工事実施件数：100％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】老朽化が著しい箇所及び代替部品のない設備については、特に重要な改

修となるため、今後も計画的に実施していきます。また、照明設備のＬＥＤ化は、公民館

施設利用者の快適性の向上だけでなく、ランニングコストの削減にもつながるため、今後

も計画的に実施していきます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 高める余地有 拡充 

【外部評価委員からの主な意見】市民にとって最も身近な学びの拠点であり、地域の防災

拠点でもある公民館施設の老朽化が著しいです。市が目指す安全・安心なまちづくりの一

環として、公民館施設の改修を計画的に実施する必要があります。照明設備のＬＥＤ化及

び空調設備の改修はランニングコストを考慮した計画が必要であり、屋根等の改修は近年

の天候を考慮すると急務であると考えます。 

 

 

 

 

基本計画  社会教育 

施策の方針 

令和２年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 

 



 - 8 - 

事業名 社会教育団体支援事業 所管 社会教育課 

事 業 内 容 
青少年の健全育成活動又は子どもたちの様々な体験活動を実施する社会

教育団体の育成及び事業支援を行います。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

補助金交付団体数 5団体 3団体 

補助対象団体数 5団体 4団体 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・補助金交付団体数：60％ 

・補助対象団体数：80％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】新型コロナウイルス感染症拡大の影響及び社会教育団体の解散により、

目標に達しませんでしたが、社会教育団体に対する支援は、社会教育事業を継続していく

ために重要であり、今後も継続した支援が必要であると考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】市が社会教育団体を支援することは、青少年の健全育成

のために必要です。今後も関係団体との連携を密にして、各団体が活動をより一層活発化

していくよう支援することを望みます。 

 

事業名 人権教育推進事業 所管 社会教育課 

事 業 内 容 

公民館人権講座、地域交流センター人権講座、集会所事業等を実施しま

す。また、人権教育に係る指導者等の育成のため、人権教育推進協議会に

補助金を交付するとともに、人権教育に係る指導者等を対象とした各種研

修会の開催を支援しています。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

指導者等研修会 

開 催 回 数 
5回 2回 

人権講座参加者数 

（ 公 民 館 ・ 地 域 

交 流 セ ン タ ー ） 

1,200人 701人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・指導者等研修会開催回数：40％ 

・人権講座参加者数（公民館・地域交流センター）：58％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、開催回数及び参加者数が

目標に達しませんでした。今後も、様々な人権問題に対する情勢及び動向を注視しなが

ら、研修会の内容を検討し、参加の促進を図っていきたいと考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、各種研修

会が縮小され、又は中止されましたが、人権課題は多岐にわたり、ますますその重要性が

増してくると考えられます。人権意識の高揚及び差別解消のための方策として、指導者等

の育成及び市民への人権講座開催は有効なものであると考えます。今後の情勢及び動向を

注視し、引き続き効果的な事業展開を期待します。 
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２ 公民館等の充実 

事業名 体育祭・文化祭・成人式開催事業         所管 中央公民館 

事 業 内 容 

体育祭は、公民館８館にある坂戸市体育協会各支部と共催で、各地域の

小学校で開催しています。文化祭は、各公民館を会場として、利用者の活

動成果の発表及び公民館事業のＰＲを行っています。成人式は、中学校の

通学区域ごとに７会場で実施しています。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

開 催 会 場 数 

（体育祭・文化祭・成人式）  
8会場・8会場・7会場 0会場・0会場・7会場 

総 参 加 者 数 27,400人 702人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・開催会場数（体育祭・文化祭・成人式）：0％・0％・100％ 

・総参加者数：3％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】体育祭及び文化祭は新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止と

しましたが、成人式は各会場で感染防止策を講じながら実施し、おおむね例年どおりの参

加率となりました。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】体育祭及び文化祭は、地域住民の連帯意識の醸成、活気

ある地域づくり、健康増進及び社会参加意識向上の観点から大変意義のある行事であり、

地域住民及び関係団体との連携を更に深めて充実させていただきたいと思います。新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響により中止となりましたが、今後は新しい生活様式に即し

た開催方法の検討が必要であると考えます。また、成人式が関係者の多大な努力により事

故なく安全に実施できたことは、評価できます。 
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３ 図書館の充実 

事業名 図書館運営事業         所管 図書館 

事 業 内 容 

図書館サービスの向上を目的として、正規職員及び会計年度任用職員に

より、窓口の効率化及び機能充実を図ります。また、視覚障害者に対する

対面朗読サービスの実施及び情報テープの提供により、誰もが等しく図書

館サービスを受けることができる図書館を目指しています。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

録 音 図 書 等 

貸 出 件 数 
580件  387件  

来 館 者 数 

（ 中 央 図 書 館 ） 
260,000人  105,741人  

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・録音図書等貸出件数：67％ 

・来館者数（中央図書館）：41％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】正規職員及び会計年度任用職員を組み合わせた体制で窓口業務を行うこ

とで、図書館サービスの質を保つことができていると考えますが、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のために約６か月間休館したことにより、貸出件数及び来館者数が目標に達

しませんでした。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 高める余地有 継続 

【外部評価委員からの主な意見】視覚障害者に対する対面朗読サービスの実施及び情報テ

ープの提供により、誰にもやさしい心のこもったサービスを目指し、実践していることは

評価できます。今後は、窓口外部委託及び指定管理制度導入について積極的に検討してい

ただきたいと思います。 

 

事業名 図書館資料整備事業         所管 図書館 

事 業 内 容 

市民の学習要求及び文化・教養に応えられるよう、図書館資料（図書、

新聞、雑誌、地域資料、ＣＤ、ＤＶＤ等）を整備し、電算システムによる

蔵書管理を行うため、書誌情報を作成するとともに、新聞記事、法令、判

例等の情報について、商用データベースを活用し、利用者の利便性の向上

に努めています。また、新型コロナウイルス感染症の影響下での新しい図

書館の利用方式として、オンライン式の電子図書館サービスを導入してい

ます。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

図書等受入冊点数 6,000冊点  7,203冊点  

人口一人当たり 

蔵 書 冊 点 数 
3.2冊点  3.2冊点  

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・図書等受入冊点数：120％ 

・人口一人当たり蔵書冊点数：100％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】社会の変化に伴い多様化する市民の要望に対応するため、計画的な資料

整備を継続して実施していきます。また、電子図書館サービスの充実も図っていきます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高める余地有 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、オンライ

ン式の電子図書館サービスを導入したのは、時宜を得ています。多様化する市民の要望に

応えるとともに、子どもが本に親しみ、豊かな心を育むよう、今後も読書環境の更なる整

備に努めていただきたいと思います。 
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 １ 健全育成活動の充実 

   健全育成体制を充実させ、市民と協働して地域環境づくりを推進します。 

 ２ 健全な家庭づくりの推進 

   健全な家庭づくりを推進するための啓発活動を行います。 

 ３ 青少年活動の充実 

   青少年活動の充実を図り、青少年の地域活動への参加を促進します。 

                  

 

１ 健全育成活動の充実 

事業名 青少年健全育成活動推進事業        所管 社会教育課 

事 業 内 容 

青少年の健全育成を図るため、こども１１０番、安全・安心パトロール

等の安全対策事業及び少年の主張大会、非行防止キャンペーン等の非行防

止啓発事業を実施しています。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

少年の主張大会 

参 加 者 数 
250人 0人 

非 行 防 止 

キ ャ ン ペ ー ン 

参 加 者 数 

300人 0人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・少年の主張大会参加者数：0％ 

・非行防止キャンペーン参加者数：0％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、非行防止啓発事業を中止

としましたが、青少年の健全育成は市民全体の願いであり、計画的かつ継続的に実施する

ことが必要です。近年の青少年を取り巻く環境は憂慮すべき状況であり、社会情勢及び青

少年の意識動向に即した事業を今後も展開していきます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、各種事業

が中止となりましたが、青少年の健全育成は重要な課題であると思います。健全育成の精

神が市民の心の中に浸透し、子どもたちが健全に育つことを望みます。また、社会情勢及

び青少年の意識動向を十分に注視して、今後の事業展開をしていただきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の方針 

令和２年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 

 

基本計画  青少年の健全育成 
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 １ 文化活動の振興 

   文化施設を拠点とし、芸術文化催事の提供や文化団体の支援など、各種文化事業を

文化団体等との連携により促進します。 

２ 文化財の保護 

   文化財の調査・保存に努め、活用と市民への公開を推進するとともに、郷土に培わ

れた歴史・文化を保護します。 

                 

 

１ 文化財の保護 

事業名 文化財調査事業 所管 社会教育課 

事 業 内 容 

埋蔵文化財の保護を目的に、試掘確認調査及び発掘調査を実施します。

調査成果については発掘調査報告書を刊行することで、出土品については

展示等により公開することで、市民の文化財保護意識の醸成に努めていま

す。また、古文書の目録作成等の継続的な古文書調査を実施します。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

調 査 件 数 

（試掘確認・発掘 

・ 工 事 立 会 い ） 

55件・25件・45件 55件・21件・23件 

出土品展開催日数 6日 0日 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・調査件数（試掘確認・発掘・工事立会い）：100％・84％・51％ 

・出土品展開催日数：0％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、出土品展の開催方法をオ

ンラインによる開催に変更しました。試掘確認調査、発掘調査及び古文書調査は郷土の歴

史・文化を明らかにする上で必要不可欠な事業であり、その成果を活用し、市民に対して

分かりやすく説明することが行政の役割であると考えます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】試掘確認調査、発掘調査及び古文書調査は、郷土の歴

史・文化を明らかにする上で必要不可欠な事業です。その成果を市民へ還元して、市民の

文化財への理解及び郷土愛を高めることは、行政の大切な役割であると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画  文化の振興・保護 

施策の方針 

令和２年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 
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 １ スポーツ・レクリエーション活動の充実・支援 

   生涯スポーツ社会の実現に向け、スポーツ教室・大会等を充実し、スポーツ・レク

リエーション団体及び指導者を育成するとともに、施設や団体等の情報提供体制を整

備します。 

 ２ 施設の整備・充実・活用 

   市民総合運動公園等の社会体育施設の整備・充実はもとより、学校・公民館等の体

育施設の有効活用並びに障害者にやさしい施設の整備・充実及び効率的な利用を促進

します。 

                  

 

１ スポーツ・レクリエーション活動の充実・支援 

事業名 子ども文化・スポーツ団体健全育成補助事業         所管 スポーツ推進課 

事 業 内 容 

児童の心身の健全な育成を支援することを目的に、市内に拠点を置き、

小学生を主な構成員とする、文化活動又はスポーツ活動を行う団体に補助

金を交付しています。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

補 助 額 1,060千円 100千円 

申 請 件 数 53件 5件 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・補助額：9％ 

・申請件数：9％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】新規事業による周知不足並びに新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

よる外出自粛及び施設の利用制限により、補助額及び申請件数が目標に達しませんでし

た。今後は、多くの団体にこの事業を認知していただくために、様々な媒体による周知を

図っていく必要があります。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高める余地有 高める余地有 改善・効率化 

【外部評価委員からの主な意見】児童の心身の健全育成のため、小学生が所属する文化活

動又はスポーツ活動を行う団体に補助金を交付することは大変意義のある事業です。新規

事業による周知不足、外出自粛及び施設の利用制限により、申請件数が少なく、大変難し

い状況であったと思います。今後は、より多くの団体に周知し、文化やスポーツを愛する

子どもたちを経済的側面から支援することで、文化やスポーツの振興に寄与していただき

たいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画  スポーツ・レクリエーション 

施策の方針 

令和２年度の主な事務事業の目標、実績、自己評価、外部評価等 
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２ 施設の整備・充実・活用 

事業名 市民総合運動公園施設改築等事業       所管 スポーツ推進課 

事 業 内 容 

市民総合運動公園の将来像を念頭に置き、施設利用者のニーズに対応し

た施設の耐震化及び改修を行うことで、利便性及び安全性の向上を図りま

す。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

業 務 委 託 件 数 1件 1件 

利 用 者 数 300,000人 92,983人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・業務委託件数：100％ 

・利用者数：31％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、施設が一時利用休止とな

ったため、利用者数が目標に達しませんでした。令和２年度に策定した「坂戸市総合運動

公園施設長寿命化計画」に基づく計画的な施設の耐震化及び改修により、利便性及び安全

性を向上させ、利用者数の増加に努めます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 高める余地有 拡充 

【外部評価委員からの主な意見】スポーツの拠点である市民総合運動公園の老朽化は不安

であり、災害時には体育館等が重要な施設となることから、施設利用者が安心、安全及び

快適に利用できるよう、新しく策定された「坂戸市総合運動公園施設長寿命化計画」に基

づき確実に施設の再整備をしていただきたいと思います。 

 

事業名 学校体育施設開放事業        所管 スポーツ推進課 

事 業 内 容 

学校体育施設の開放により、市民の身近なスポーツ・レクリエーション

活動の場及び地域スポーツクラブの活動拠点として、学校体育施設の有効

利用を図ります。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

登 録 団 体 数 136団体 129団体 

利 用 回 数 8,000回 3,741回 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・登録団体数：95％ 

・利用回数：47％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、施設が一時利用休止とな

ったため、登録団体数及び利用回数が目標に達しませんでした。今後は、アルコール消毒

液等の活用により感染症拡大防止策を十分に講じながら、利用回数の増加を図ります。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 高める余地有 継続 

【外部評価委員からの主な意見】健康志向が高まっており、スポーツを愛する市民が増加

している中で、学校体育施設を有効に活用することは、市内体育施設の不足を補完する上

で必要であると考えます。今後は、利用者の方々に御理解をいただきながら、受益者負担

についても検討していただきたいと思います。 
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事業名 運動公園施設管理事業 所管 スポーツ推進課 

事 業 内 容 

 市民の身近なスポーツ・レクリエーション活動の場及び地域スポーツク

ラブの活動拠点を提供するため、河川敷及び公園のグラウンドの適切な維

持管理を行います。 

指 標 ２年度目標 ２年度実績 

業 務 委 託 数 9件 8件 

利 用 者 数 135,000人 60,994人 

指 標 に 対 す る 

達 成 度 

・業務委託数：89％ 

・利用者数：45％ 

自己 

評価 

【評価、意見等】新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、施設が一時利用休止とな

ったため、業務委託数及び利用者数が目標に達しませんでした。今後も民間委託による維

持管理及びグラウンドの整地作業を継続し、施設利用者が安心、安全及び快適に利用でき

る環境の維持に努めます。 

外部 

評価 

必要性 有効性 効率性 方向性 

高い 高い 効率的である 継続 

【外部評価委員からの主な意見】市民の健康増進並びにスポーツへの興味及び関心の醸成

のため、運動公園の適切な維持管理は、必須です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響

による施設の一時利用休止がありましたが、市民には必要な施設であるため、適切な維持

管理及び利便性の更なる向上に努めていただきたいと思います。 
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１ 総合教育会議の開催状況 

開催日 内     容 

令和２年６月２５日 図書館における新しい生活様式について 

令和２年１２月２４日 
坂戸市教育大綱の計画期間延長について 

学校プールについて 

 

２ 教育委員会会議の開催状況 

 ・議案数  ３７件（原案可決３７件） 

 ・専決処理  ２件 

 ・請願    １件 

開催日 内     容 

令和２年４月１６日 令和２年度坂戸市教育行政重点施策の策定について 

令和２年５月１１日 令和２年度一般会計教育費補正予算について 

 
坂戸市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を

改正する条例の制定について 

 坂戸市教育委員会外部評価委員の委嘱について 

令和２年６月２５日 坂戸市立小・中学校学区審議会委員の辞職について 

 坂戸市立小・中学校学区審議会委員の委嘱について 

 坂戸市社会教育指導員の委嘱について 

 坂戸市立同和対策集会所運営委員会委員の辞職について 

 坂戸市立同和対策集会所運営委員会委員の委嘱について 

 坂戸市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 

 坂戸市立図書館協議会委員の委嘱について 

 坂戸市立公民館運営審議会委員の辞職について 

 坂戸市立公民館運営審議会委員の委嘱について 

令和２年７月９日 令和２年度一般会計教育費補正予算について 

 坂戸市いじめ問題対策連絡協議会委員の委嘱について 

令和２年８月１１日 令和元年度一般会計教育費決算について 

 令和２年度一般会計教育費補正予算について 

 
坂戸市立幼稚園設置条例及び坂戸市立幼稚園授業料徴収条例を廃止す

る条例の制定について 

 財産の取得に係る申入れについて 

 
坂戸市立幼稚園管理規則及び坂戸市立幼稚園授業料徴収条例施行規則

を廃止する規則の制定について 

 
令和元年度教育委員会に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び

評価について 

総合教育会議等の状況 
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坂戸市立小・中学校指定校変更及び区域外就学事務取扱要綱の一部を

改正する告示について 

 令和３年度使用中学校用教科用図書の採択について 

令和２年９月２９日 坂戸市立小・中学校学校医の辞職について 

 坂戸市立小・中学校学校医の委嘱について 

 令和３年度当初坂戸市立小・中学校教職員人事異動の方針について 

令和２年１１月５日 令和２年度一般会計教育費補正予算について 

 
市長、副市長の給与等に関する条例等の一部を改正する条例の制定に

ついて 

 財産の取得に係る申入れについて 

 損害賠償の額を定めること及び和解について 

令和２年１２月２４日 坂戸市立図書館運営規則の一部を改正する規則の制定について 

令和３年２月８日 令和２年度一般会計教育費補正予算について 

 令和３年度一般会計教育費当初予算について 

 令和３年度当初坂戸市立小・中学校校長の人事について 

 坂戸市教育振興基本計画の変更について 

 
坂戸市立学校の学校医等の公務災害補償に関する条例施行規則の一部

を改正する規則の制定について 

令和３年３月２６日 坂戸市教育委員会職員の任免について 

  

〇専決処理 

専決処理日 内     容 

令和２年４月１日 坂戸市立小・中学校学校歯科医の変更について 

令和２年４月１９日 坂戸市教育委員会職員の配置換えについて 

 

〇請願 

請願日 内     容 

令和２年７月１４日 中学校教科書採択に係る請願について 

 

 ３ 教育委員会協議会の開催状況 

  〇協議事項及び報告事項 

開催日 内     容 

令和２年４月１６日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 令和元年度児童生徒の交通事故について 

 令和２年度学校教育課グランドデザインについて 

 令和元年度不登校児童生徒数について 
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 令和２年度坂戸市立教育センター教育相談員等について 

 坂戸市議市長選挙結果について 

令和２年５月１１日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 令和元年度坂戸市いじめ等の防止に関する調査結果について 

 令和２年度教科書採択並びに教科書展示会について 

 令和元年度公民館・地域交流センター事業報告書について 

 令和２年度公民館・地域交流センター事業計画書について 

 

令和２年度公民館・地域交流センター定期利用団体一覧表について 

教育委員会職員の兼務辞令に関する報告について 

末広幼稚園の廃園について 

市民プールの休止について 

新型コロナウイルス感染症蔓延防止に係る対応措置について 

令和２年６月２５日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 
教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価の概要につい

て 

 大字成願寺における特例区域の指定について 

 
ＹｏｕＴｕｂｅ坂戸市公式チャンネルへ手作り紙芝居の読み聞かせ動

画を掲載したことについて 

 予約資料の郵送貸出しについて 

 令和２年度地区市民体育祭の中止について 

 坂戸のまつりの中止について 

 新型コロナウイルス感染症蔓延防止に係る対応措置について 

 ６月議会定例会市政一般質問・答弁概要について 

令和２年７月９日 坂戸市民総合運動公園施設再整備事業基本計画策定業務について 

 第７回坂戸市図書館を使った調べる学習コンクールについて 

令和２年８月１１日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 令和３年度当初予算要求に関する実施計画書について 

 坂戸市民総合運動公園指定管理者の代表企業の所在地変更について 

 令和２年７月坂戸市議会臨時会について 

 図書館要覧について 

令和２年９月２９日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 新型コロナウイルスの影響で中止した主な教育関係事業について 

 令和３年坂戸市成人式について 

 令和５年以降の坂戸市成人式対象年齢等について 
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 ９月議会定例会市政一般質問・答弁概要について 

令和２年１０月２２日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

令和２年１１月５日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 第７回坂戸市図書館を使った調べる学習コンクール審査結果について 

令和２年１２月２４日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 令和３年度坂戸市立末広幼稚園園児（４歳児）募集結果について 

 「土屋神社神木スギの大枝」の展示について 

 
市民総合運動公園管理棟受変電設備等改修工事に伴う施設の一部貸出

休止について 

 １２月議会定例会市政一般質問・答弁概要について 

 令和３年坂戸市成人式式典登壇者について 

令和３年１月２１日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 令和３年坂戸市成人式の結果について 

 新型コロナウイルス感染症蔓延防止に係る対応措置について 

令和３年２月８日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 第２４回図書館を使った調べる学習コンクール結果について 

 新型コロナウイルス感染症蔓延防止に係る対応措置について 

令和３年３月２６日 坂戸市教育委員会後援依頼等に関する件 

 令和３年度坂戸市教育行政重点施策（案）について 

 令和３年度始め式及び辞令交付式について 

 令和３年度坂戸市立小・中学校当初人事について 

 坂戸市立小・中学校の通学区域について（答申） 

 第２０回坂戸市民スポーツフェスティバルの中止について 

 ３月議会定例会市政一般質問・答弁概要について 

 

４ 教育長及び教育委員が構成員として会議、視察研修等に出席した各種連合会、協議

会等 

 ・埼玉県都市教育長協議会 

・埼玉県市町村教育委員会教育長研究協議会 

・西部教育事務所管内市町村教育委員会教育長会議 

 ・入間地区教育委員会連合会 

 

５ 教育委員出席の主な行事等 

 ・年度始め式及び辞令交付式 

・成人式 
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 教育委員会に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価については、平成２０

年度から、坂戸市総合振興計画に掲げられた教育委員会所管の事務事業を対象として実

施してまいりました。 

 今年度の点検評価は、第６次坂戸市総合振興計画後期基本計画の令和２年度の取組を

対象といたしました。その結果、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、目標に

達しなかった事業もありましたが、全１９の施策における各事業が着実に取り組まれて

いることを確認しました。ここで改めて確認した成果や課題、今後の方向性を基に、今

年度の事業を推進してまいります。 

 本市教育委員会では、「学び合い交流する人づくりのまち」を教育の基本理念として

掲げ、子どもから高齢者までの誰もが学び合い、伝統と文化を伝える機会や、交流活動

のできる場所づくりを支援してまいります。 

最後に、貴重な御意見や御提言をいただきました外部評価委員のお二方に、心からお

礼申し上げます。 

 

 

◆ 結びに 


